
令和5事業年度決算について 

 

 

本学においては、令和6年6月２4日に令和5事業年度の財務諸表を文部科学大臣に提出

し、同年８月３0日付で文部科学大臣の承認を受けました。この財務諸表は、「国立大学法

人会計基準」及び「国立大学法人会計基準注解」並びに「「国立大学法人会計基準」及び「国立

大学法人会計基準注解」に関する実務指針」に基づき作成したものであり、広く国民の皆様に

本学の財務状況等をお伝えするため、ここに公表いたします。 

財務状況の経年の推移等をまとめた「財務レポート2024」についても、作成しました

ので、併せてご覧ください。 

 

 

財務状況 

(1) 本事業年度末における資産は16,662 百万円、負債は３,644 百万円、純資産は 

13,018 百万円となっております。（貸借対照表参照） 

資産については、前年度に対し、減価償却引当特定資産への繰入等による増加はあ

ったものの、減価償却による減少や現金及び預金残高の減少等により、105 百万円の

減となっております。 

負債については、前年度に対し、情報環境システムの更新による長期未払金の増加

はあったものの、長期未払金を除いた未払金や補助金を財源として購入した資産の減

価償却による長期繰延補助金等の減少等により、126 百万円の減となっております。 

(2) 本事業年度においては、経常費用 7,125 百万円、経常収益 7,642 百万円、当期

総利益 516 百万円となっております。（損益計算書参照） 

経常費用については、前年度に対し、受託事業費等の減少等により、162 百万円の
減となっております。 

経常収益については、前年度に対し、受託事業収益等の減少はあったものの、予算

執行額の増加等に伴う運営費交付金収益や共同研究収益等の増加により、132 百万円

の増となっております。 

なお、臨時損失のうち 6 百万円は、令和６年能登半島地震による被害の復旧に充てた

災害損失となっております。 

また、当期総利益のうち現金の裏付けがあり事業の用に供することが可能な額70 百

万円については、教育研究目的積立金への承認がなされれば、中期計画の剰余金の使途

に従って、教育研究の質の向上及び組織運営の改善のために有効に活用する予定です。 

 

国立大学法人の財務運営については、毎年度、運営費交付金の予算が漸減する中、一

定の率による削減額を原資として指標評価に基づく傾斜配分が行われる等、厳しい状況

下に在りますが、効率的な経営に努めるとともに、教育研究等の充実・発展に邁進する

所存ですので、一層のご支援・ご協力を賜りますようお願い申し上げます。 
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